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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
　
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
　
転
生
者
と
不
可
思
議
な
従
者
達
の
夜

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
３
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
隻
原
　
伽
藍

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
日
、
私
は
死
ん
だ
。

で
も
、
神
様
（
？
？
）
み
た
い
な
人
に
転
生
さ
せ
ら
れ
て
、
ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の
世
界

に
来
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
・
・
・
こ
れ
か
ら
・
・
・
ど
う
し
よ
う
か
な
・
・
・
・
・

・
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サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
 

設
定
（
前
書
き
）

こ
れ
は
最
新
ま
で
読
ん
で
か
ら
の
方
が
い
い
か
も
。
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サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
 

設
定

ク
ラ
ス
：
　
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
（
守
護
者
）

マ
ス
タ
ー
：
　
悠
薙
　
紅

真
名
：
　
？
？
？

性
別
：
　
少
女

身
長
：
　
１
５
２
ｃ
ｍ

体
重
：
　
３
０
ｋ
ｇ

好
き
な
モ
ノ
：
　
悠
薙
　
紅
、

嫌
い
な
モ
ノ
：
　
敗
北
、
守
り
き
れ
な
か
っ
た
者
、
遠
坂
　
凛

特
技
・
趣
味
：
　
料
理

属
性
：
　
守
護
・
中
立

能
力

筋
力
：
　
Ａ

耐
久
：
　
Ｅ
Ｘ
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敏
捷
：
　
Ａ
＋

魔
力
：
　
Ａ
＋

幸
運
：
　
Ｅ

宝
具
：
　
？
？

ク
ラ
ス
能
力

守
護
者
の
資
格
　
【
Ａ
】

誰
か
が
が
ピ
ン
チ
の
時
、
駆
け
つ
け
守
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
。
Ａ
だ
と

数
百
人
規
模
を
確
実
に
守
り
切
れ
る
。

保
有
能
力

適
性
強
化
・
霊
　
【
＿
】

他
の
英
霊
に
能
力
、
ク
ラ
ス
、
外
見
、
宝
具
等
を
あ
わ
せ
る
。
こ
の
ス
キ
ル
に

他
の
例
が
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
ス
キ
ル
は
計
測
不
能
。

　
　
　
？
？
？
？

　
　
　
？
？
？
？

詳
細

　
　
？
？
？
？
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宝
具

　
　
　
？
？
？
？

　
　
　
？
？
？
？

　
　
　
？
？
？
？

　
　
　
？
？
？
？
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サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
 

設
定
（
後
書
き
）

新
年
早
々
の
投
稿
ｗ
ｗ

ま
ぁ
…
予
約
だ
け
ど
。

こ
の
節
は
何
回
も
書
き
換
え
て
い
く
の
で
現
在
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
状
況
と
い

っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
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マ
ス
タ
ー
の
設
定

マ
ス
タ
ー
の
設
定

名
前
：

悠
薙
　
紅

身
長
：

１
８
２
ｃ
ｍ

体
重
：

６
７
ｋ
ｇ

性
格
：

穏
や
か
で
優
し
い
（
甘
い
と
も
言
う
）
。
だ
か
所
々
棘
が
あ
り
、
冷
徹
で
機
械

的
な
二
面
性
を
持
つ
。

特
技
・
趣
味
：

特
技
…
射
撃
・
剣
術

趣
味
…
礼
装
作
り
（
何
故
か
た
ま
に
宝
具
と
同
ク
ラ
ス
の
モ
ノ
を
作
る
。
）
、

料
理

好
き
な
モ
ノ
：

平
和
、
戦
争
、
努
力
、
た
だ
の
何
で
も
な
い
人
々

嫌
い
な
モ
ノ
：

正
義
、
悪
、
正
義
の
味
方
、
聖
杯
、
英
雄

魔
術
回
路
：
４
６
本
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魔
術
特
性
：
　
全
て
の
複
製
、
行
使
、
使
役

武
器
：

　
？
？
？
？
？

　
？
？
？
？
？

　
？
？
？
？
？

　
？
？
？
？
？
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Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
　
開
幕
の
鐘
は
鳴
る
（
前
書
き
）

タ
イ
ト
ル
の
語
呂
が
悪
い
…
…
…

（
´
・
ω
・
｀
）

仕
方
な
い
か
。
無
理
矢
理
入
れ
た
ん
だ
し
。
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Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
　
開
幕
の
鐘
は
鳴
る

あ
る
日
、
事
故
に
あ
っ
た
。

そ
の
世
界
か
ら
、
私
『
悠
薙
　
紅
』
の
存
在
が
消
え
た
。

目
を
あ
け
る
。
不
思
議
な
世
界
だ
。

「
｜
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｒ
 

Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｒ
＜
ハ
ロ
ハ
ロ
＞
？
聞
こ
え
て
ま
す
か
～

？
」

ふ
ざ
け
た
声
が
聞
こ
え
る
。

「
オ
ホ
ン
っ
。
貴
方
！
別
世
界
に
転
生
し
て
み
た
く
な
い
で
す
か
？
」

・
・
・
・
・
・
ふ
ざ
け
て
い
る
の
か
？

「
い
え
い
え
、
マ
ジ
で
す
よ
マ
ジ
！
貴
方
の
趣
向
か
ら
い
く
と
・
・
・
・
・
・

ふ
む
、
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の
世
界
な
ん
て
ど
う
で
し
ょ
う
？
」

・
・
・
・
・
・
お
願
い
し
ま
す
！
！

「
能
力
と
か
は
ど
う
し
ま
す
？
」

知
っ
て
い
る
モ
ノ
を
コ
ピ
ー
す
る
の
魔
術
回
路
か
な
ー
。
身
体
能
力
は
普
通
よ

り
少
し
上
で
、
多
重
契
約
権
も
。

「
Ｏ
Ｋ
～
。
で
は
で
は
、
さ
よ
う
な
ら
～
」

と
い
う
声
と
共
に
俺
の
意
識
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

空
は
焼
け
て
い
る

家
が
溶
け
て
い
る

人
は
潰
れ
て
い
る

路
は
途
絶
え
て
い
る
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こ
れ
が
戦
い
の
源
泉

こ
れ
が
再
起
の
原
風
景

こ
こ
で
私
は
た
だ
一
人
生
き
延
び
た

思
い
出
す
な
／
忘
れ
る
な

忘
却
は
至
高
の
救
い
で
あ
り
、
最
悪
の
罪
で
あ
る

忘
れ
る
な

地
獄
か
ら
私
は
生
ま
れ
た

こ
れ
は
忌
ま
わ
し
い
夢

何
処
か
で
あ
っ
た

何
処
に
で
も
あ
っ
た

そ
し
て
此
処
に
起
き
た
、
幼
年
期
の
記
憶
で
あ
る

多
く
の
血
が
流
れ
、
響
き
渡
る
怨
嗟
の
声
を
聞
い
た

命
は
消
え
る
。
思
い
の
ほ
か
あ
っ
さ
り
と

肉
親
も
友
人
も
、
名
前
も
知
ら
な
い
隣
人
も
他
愛
な
く

銃
を
持
っ
た
兵
士
も
、
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
家
族
も
、

最
後
ま
で
醜
く
も
逞
し
く
あ
が
き
、
臨
終
の
間
際
、
穏
や
か
な
面
持
ち
で
呼
吸

を
止
め
た

―
―
―
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
承
伏
で
き
な
か
っ
た
。

何
故
、
と
い
う
疑
問
が
消
え
な
か
っ
た
。

紛
争
と
天
災
の
違
い
は
あ
れ
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
起
き
る
の
か

な
ぜ
誰
を
も
救
う
事
が
出
来
な
い
の
か
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い
や
、
そ
も
そ
も
―
―
―

な
ぜ
世
界
は
こ
の
地
獄
を
許
す
の
か

カ
タ
チ
あ
る
も
の
、
生
あ
る
も
の
は
、
一
人
を
残
し
て
消
え
去
っ
た
。

無
力
感
と
絶
望
の
中
、
意
識
は
薄
れ
て
い
く

胸
に
あ
る
の
は
疑
問
と
怒
り
と
―
―
―

多
く
の
人
間
の
、
人
生
の
、
時
間
の
痕
跡
が
、
跡
形
も
な
く
消
え
去
っ
た
。

そ
の
犠
牲
を
見
て
、
死
の
淵
で
な
お
頭
を
あ
げ
た

認
め
な
い
、
と

も
し
も
う
一
度
ま
だ
命
を
与
え
ら
れ
る
の
な
ら
今
度
は
、
今
度
こ
そ
は
、
決
し

て
―
―
―

忘
れ
る
な

地
獄
か
ら
私
は
生
ま
れ
た

そ
の
意
味
を
―
―
―

ど
う
か
忘
れ
な
い
で
く
れ

・
・
・

・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・

ど
う
や
ら
、
欠
け
た
夢
を
見
て
い
た
よ
う
だ
。
ソ
コ
は
い
つ
も
の
風
景
。
い
つ

も
の
行
事
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
の
は
ず
だ
が
、
こ
の
世
界
は
何
か
お
か
し
い
。

校
門
に
た
つ
黒
い
学
生
服
・
・
・
・
・
・
確
か
生
徒
会
長
だ
。
が
誰
も
い
な
い

虚
空
に
向
か
っ
て
高
ら
か
に
独
り
言
を
言
っ
て
い
る
。

明
ら
か
な
異
常
に
気
付
か
な
い
他
の
生
徒
。

そ
し
て
、
最
近
起
こ
っ
て
い
る
生
徒
の
消
失
。

ノ
イ
ズ
に
ま
み
れ
た
視
界
。

コ
コ
は
決
し
て
自
分
の
知
る
学
校
で
は
な
い
！

バ
チ
ッ
と
い
う
音
と
共
に
風
景
が
変
わ
る
。

「
な
、
な
ん
だ
！
？
」

あ
ま
り
の
唐
突
な
出
来
事
に
驚
く
。

「
む
、
リ
ス
ト
に
な
い
者
か
・
・
・
・
・
・
試
す
か
」

と
、
声
が
聞
こ
え
た
。

振
り
向
く
と
、
黒
い
格
好
を
し
た
（
新
任
の
ク
ズ
キ
先
生
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。

）
人
が
立
っ
て
い
た
。

だ
が
、
回
り
に
漂
う
雰
囲
気
は
教
師
の
そ
れ
で
な
く
暗
殺
者
の
モ
ノ
だ
と
・
・
・

・
・
・
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こ
こ
で
思
考
が
遮
断
さ
れ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
正
体
不
明
の
衝
撃
が
走
っ
た
か
ら
だ
。

バ
タ
リ
、
と
倒
れ
混
む
。

「
カ
カ
ッ
　
他
愛
の
な
い
も
の
だ
・
・
・
」

と
、
聞
こ
え
た
が
何
が
し
ゃ
べ
っ
た
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
。

横
を
見
る
と
霞
ん
だ
視
界
に
土
色
の
塊
が
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。

い
や
、
今
に
な
っ
て
見
え
た
だ
け
で
元
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
幾
重
に
も
重
な
り
果
て
た
月
海
原
学
園
の
生
徒
達
だ
っ
た

そ
し
て
自
分
も
そ
の
仲
間
入
り
す
る
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・

い
や
。
こ
の
ま
ま
終
わ
り
に
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
！

（
い
ず
れ
膝
を
屈
す
る
時
が
来
る
と
し
て
も
、
今
こ
こ
で
諦
め
る
の
は
間
違
っ

て
い
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
気
が
す
る
の
だ
。
）

立
た
な
い
と
・
・
・
・
・
・

（
か
ら
だ
の
感
覚
が
、
薄
れ
て
い
る
。
全
身
を
駆
け
巡
る
痛
み
は
と
う
に
許
容

外
の
蓄
積
。
死
後
の
拷
問
、
地
獄
の
責
め
苦
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
）

怖
い
ま
ま
で
い
い

（
・
・
・
・
・
・
そ
れ
で
も
、
私
『
自
分
／
貴
方
』
は
、
立
ち
上
が
ら
な
い
と
。

そ
れ
は
自
分
で
も
理
解
で
き
な
い
衝
動
だ
っ
た
死
ぬ
の
が
怖
い
の
で
は
な
い
む
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し
ろ
、
楽
に
な
り
た
が
っ
て
い
る
。
）

痛
い
ま
ま
で
い
い

（
・
・
・
・
・
・
そ
う
か
。
理
由
は
き
っ
と
そ
れ
だ
け
だ
。

多
く
の
死
体
と
問
い
か
け
が
あ
っ
た
）

そ
の
上
で
も
う
一
度
考
え
な
い
と

（
な
ら
・
・
・
・
・
・
分
か
ら
な
い
、
で
済
ま
せ
て
は
い
け
な
い
。
）

・
・
・
・
・
・
だ
っ
て
こ
の
手
は
ま
だ
一
度
も
自
分
の
意
思
で
戦
っ
て
す
ら
い

な
い
ん
だ
か
ら
！
！

（
自
分
は
心
を
持
っ
て
目
覚
め
た
な
ら
。

分
か
ら
な
い
ま
ま
終
わ
る
の
だ
け
は
命
あ
る
か
ぎ
り
許
さ
れ
な
い
！
）

『
・
・
・
・
・
・
ほ
う
。
そ
の
強
い
疑
問
、
聖
杯
の
代
行
者
と
し
て
聞
き
逃
せ

な
い
な
。

君
は
死
に
瀕
し
な
が
ら
己
が
生
に
疑
問
を
抱
き
、
死
に
飲
ま
れ
な
が
ら
自
ら
の

不
明
を
恥
じ
た
。

宜
し
い
。
そ
の
心
の
在
り
方
に
期
待
し
よ
う
。
』

ガ
ラ
ス
の
割
れ
る
音
が
響
き
、
共
に
部
屋
の
明
か
り
が
と
も
っ
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
目
の
前
に
白
い
服
を
着
た
少
女
が
立
っ
て
い
た
。

外
見
は
ほ
と
ん
ど
普
通
の
人
間
と
変
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
違
う
。
明
ら
か
に
。

「
・
・
・
・
・
・
貴
方
が
私
を
呼
ん
だ
の
？
」
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と
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
聞
か
れ
た
。

「
え
・
・
・
君
は
・
・
・
？
」

と
、
思
わ
ず
聞
き
返
し
た
。

「
う
う
ん
、
大
丈
夫
。
と
ま
ど
う
の
も
無
理
は
な
い
わ
。
そ
れ
で
も
、
私
の
マ

ス
タ
ー
っ
て
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
も
の
。
」

と
、
少
女
は
言
っ
た
。

「
・
・
・
何
故
呼
び
出
せ
た
？
」

そ
う
、
問
う
の
は
先
程
な
す
す
べ
も
な
く
・
・
・
・
・
・
い
や
、
何
を
さ
れ
た

か
も
分
か
ら
ず
倒
さ
れ
た
、
ク
ズ
キ
だ
っ
た
。

「
ア
サ
シ
ン
、
排
除
し
ろ
。
」

冷
淡
に
い
い
放
つ
。

「
カ
カ
ッ
　
ど
こ
を
壊
せ
ば
よ
い
の
や
ら
・
・
・
・
・
・
」

そ
う
言
っ
て
現
れ
た
の
は
、
目
の
前
の
少
女
と
同
じ
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
ア
サ
シ
ン
と
呼
ば
れ
た
者
が
前
に
出
よ
う
と
力
を
溜
め
る
。
・
・
・
・

・
・
が

『
予
選
終
了
で
す
。
突
破
で
き
な
か
っ
た
者
は
削
除
し
ま
す
。
』

と
、
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
壁
に
よ
り
阻
ま
れ
た
。

「
マ
ス
タ
ー
、
こ
れ
か
ら
聖
杯
戦
争
の
は
じ
ま
り
よ
。
私
に
は
・
・
・
っ
て
聞

い
て
る
？
」

と
、
少
女
が
心
配
そ
う
に
声
を
か
け
て
い
る
。
だ
が
、
俺
の
意
識
は
次
第
に
遠

く
な
っ
て
い
っ
た
。
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９
９
９
人
↓
１
２
８
人
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Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
　
開
幕
の
鐘
は
鳴
る
（
後
書
き
）

紅「
主
人
公
の
性
別
が
一
番
迷
っ
た
か
も
し
れ
な
い
っ
て
作
者
が
い
っ
て
た
ぞ
。

何
で
だ
ろ
う
な
…
…
？
」

サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト

「
さ
ぁ
？
私
に
も
理
解
で
き
な
い
よ
。
在
る
と
す
れ
ば
な
ぜ
私
達
が
こ
の
『
後

書
き
』
に
出
て
い
る
か
だ
け
だ
と
思
う
よ
…
…
」

紅「
じ
ゃ
あ
、
何
で
こ
の
『
後
書
き
』
に
出
て
い
る
ん
だ
？
」

サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト

「
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
？
作
者
の
気
ま
ぐ
れ
よ
…
…
ま
ぁ
無
事
に
切
り
抜
け
ら

れ
ま
し
た
け
ど
マ
ス
タ
ー
は
本
当
に
災
難
な
人
生
で
す
ね
ぇ
…
…
」

紅「
う
る
せ
。
ま
ぁ
、
無
事
に
終
わ
れ
て
よ
か
っ
た
よ
。
え
～
っ
と
…
読
者
さ
ん

こ
ん
な
馬
鹿
な
作
者
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！
」
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Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
　
開
戦
１
日
目
朝
　
屋
上
へ

起
き
る
と
そ
こ
は
学
校
の
保
健
室
だ
っ
た
。

「
は
ぁ
ー
あ
。
よ
う
や
く
お
目
覚
め
で
す
か
ー
。

相
当
と
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
す
ね
ー
。
私
も
隣
で
寝
て
い
い
？
」

ベ
ッ
ド
の
横
に
、
人
影
が
現
れ
る
。

白
い
外
套
と
白
い
服
・
・
・
と
い
う
い
で
だ
ち
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
た
っ
て
い

た
。

「
体
の
調
子
は
ど
う
で
す
ー
？
」

ズ
キ
リ
、
と
頭
が
痛
む
。

何
か
が
頭
の
隅
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

転
生
前
の
記
憶
が
・
・
・
戻
っ
て
い
る
・
・
・
？

「
・
・
・
マ
ス
タ
ー
、
私
は
特
例
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
ク
ラ
ス
は
守
護
者
み
た

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

い
で
す
。
聖
杯
戦
争
に
つ
い
て
し
っ
て
い
ま
す
か
～
？
」

聖
杯
戦
争
・
・
・
こ
の
場
所
は
月
に
あ
る
、
ム
ー
ン
セ
ル
オ
ー
ト
マ
ン
と
呼
ば

れ
る
モ
ノ
の
な
か
、
霊
子
虚
構
世
界
・
・
・
通
称
『
Ｓ
Ｅ
．
Ｒ
Ａ
．
Ｐ
Ｈ
』
の

セ
ラ
フ

中
で
行
わ
れ
る
。
過
去
で
は
７
人
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
７
人
の
魔
術
師
達
に
よ

る
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
聖
杯
戦
争
は
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
の
所

し
か
引
き
継
い
で
い
な
い
。

マ
ス
タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
殺
し
合
う
。

「
あ
あ
。
」



20

と
俺
は
答
え
る
。

「
じ
ゃ
あ
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
つ
い
て
は
？
」

と
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
が
聞
い
て
く
る
。

サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
ム
ー
ン
セ
ル
に
記
録
さ
れ
た
人
類
の
内
、
過
去
の
『
英
雄
・

偉
人
』
の
魂
、
す
な
わ
ち
英
霊
の
デ
ー
タ
を
こ
の
世
界
に
再
現
し
た
モ
ノ
だ
。

サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
は
役
割
と
し
て
自
分
に
該
当
す
る
「
ク
ラ
ス
」
が
存
在
し
、

セ
イ
バ
ー
、
ア
ー
チ
ャ
ー
、
ラ
ン
サ
ー
、
ラ
イ
ダ
ー
、
ア
サ
シ
ン
、
キ
ャ
ス
タ

ー
、
バ
ー
サ
ー
カ
ー
、
等
が
基
本
だ
が
、
場
合
に
よ
り
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
る
（
ｅ
ｘ
、
ア
ヴ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
）
。
自
分
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
ク
ラ
ス
で
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
聖
杯
戦
争
で
は
、
令
呪
が
参
加
条
件
な
の
で
、
無
く
な
る
と
強
制
敗
北
と

な
る
。

令
呪
は
、
自
分
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
対
す
る
３
回
限
り
の
『
絶
対
命
令
権
』
で

『
「
不
可
能
」
を
「
可
能
」
に
す
る
使
い
捨
て
の
強
化
装
置
』
で
あ
る
。

・
・
・
も
っ
と
も
こ
れ
を
使
う
と
し
て
も
二
度
ま
で
だ
。
三
度
目
を
使
っ
て
死

ぬ
の
は
御
免
被
る
。

「
で
は
、
私
は
『
適
性
強
化
・
霊
』
の
ス
キ
ル
を
使
い
、
他
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト

の
能
力
と
ス
キ
ル
、
外
見
を
コ
ピ
ー
す
る
ね
。
指
示
は
あ
る
？
」

え
…
？
マ
ジ
？
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
の
？

「
う
ん
。
私
の
能
力
は
限
定
的
で
あ
ま
り
長
続
き
し
な
い
け
ど
ね
。
マ
ス
タ
ー

や
こ
の
聖
杯
に
記
録
さ
れ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
。
」

ム
ー
ン
セ
ル
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「
ち
ょ
、
お
前
な
、
心
を
よ
む
な
！
」

少
々
驚
く
。
…
…
と
い
う
か
こ
こ
ま
で
く
る
と
何
が
な
ん
だ
か
…
…

と
に
か
く
、
こ
こ
か
ら
の
目
標
は
提
示
さ
れ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
従
っ
て
い
く

と
し
よ
う
か
。

「
ま
ぁ
…
…
…
よ
ろ
し
く
な
。
え
ぇ
っ
と
…
…
」

俺
が
ど
う
よ
ぼ
う
か
い
い
よ
ど
む
。

す
る
と
、
彼
女
が

「
…
私
の
こ
と
は
リ
ズ
、
と
で
も
よ
ん
で
？
」

オ
ォ
ゥ
、
そ
ん
な
真
名
に
繋
が
り
そ
う
な
モ
ノ
を
…

…
…
ま
ぁ
、
い
い
か
。

「
よ
ろ
し
く
な
！
リ
ズ
！
」

「
う
ん
、
よ
ろ
し
く
ね
！
悠
薙
！
」

い
き
な
り
呼
び
捨
て
か
。
別
に
い
い
け
ど
。

保
健
室
の
ベ
ッ
ト
か
ら
這
い
出
る
。

リ
ズ
は
姿
を
消
し
て
後
に
続
い
て
い
る
ら
し
い
。
姿
を
見
ら
れ
て
正
体
が
わ
れ

る
の
を
ふ
せ
ぐ
た
め
だ
ろ
う
。

保
健
室
を
で
て
、
そ
の
ま
ま
屋
上
に
向
か
っ
て
み
る
。

そ
の
途
中
、
い
ろ
ん
な
話
を
聞
い
た
。
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「
俺
は
、
地
方
で
は
有
名
な
霊
子
ハ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
ん
だ
。
」

と
か
、

「
私
は
こ
の
聖
杯
で
幻
想
を
叶
え
る
ん
だ
…
」

ユ
メ

と
か
、

「
…
あ
の
学
園
生
活
が
予
選
だ
っ
た
と
は
ね
…
」

と
か
。

み
ん
な
、
そ
れ
な
り
の
覚
悟
…
…
い
や
、
覚
悟
と
い
う
よ
り
、
目
的
を
持
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
。

そ
う
。
俺
み
た
い
に
借
り
物
の
幻
想
で
は
な
く
、
自
身
の
理
想
を
。

に
せ
も
の

ユ
メ

ほ
ん
も
の

ユ
メ

「
は
ぁ
…
…
勝
て
る
自
身
が
な
い
な
～
…
…
」

屋
上
に
つ
き
、
独
り
言
を
も
ら
す
。

『
何
い
っ
て
る
の
…
私
が
不
満
？
』

と
、
リ
ズ
が
不
平
を
漏
ら
す
。

「
い
や
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
は
、
負
け
な
い
自
信
は
あ
る
。
で
も
な
…
」

俺
は
遠
い
目
を
し
て
し
ま
う
。

そ
う
。
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
云
々
で
な
く
、
内
面
。
俺
の
内
面
は
た
だ
の
借
り
物
だ
。

そ
こ
が
大
き
い
。

借
り
物
と
わ
か
っ
て
い
る
モ
ノ
と
、
真
剣
に
追
い
か
け
る
モ
ノ
。

確
実
に
執
着
が
な
い
の
は
前
者
だ
。

そ
こ
が
決
定
的
に
差
に
な
る
。

そ
こ
を
ど
う
覆
す
か
。
お
れ
が
考
え
る
の
は
そ
こ
だ
。

『
な
に
、
き
に
す
る
で
な
い
。
我
が
奏
者
な
ら
、
そ
の
う
ち
見
つ
か
る
で
あ
ろ

マ
ス
タ
ー
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う
。
』

リ
ズ
の
口
調
と
態
度
が
変
わ
っ
た
。

と
、
言
う
こ
と
は
…
…

「
…
セ
イ
バ
ー
？
」

『
う
む
。
こ
た
び
の
戦
い
は
私
が
引
き
受
け
る
。
よ
ろ
し
く
頼
む
ぞ
、
奏
者
よ
。

』と
、
セ
イ
バ
ー
が
言
っ
た
。

確
か
に
こ
れ
な
ら
相
手
に
作
戦
や
対
抗
策
を
ね
ら
れ
て
も
ク
ラ
ス
、
サ
ー
ヴ
ァ

ン
ト
チ
ェ
ン
ジ
で
ど
う
と
で
も
な
る
。

い
い
案
だ
。
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、

「
そ
こ
の
貴
方
、
ち
ょ
っ
と
い
い
？
」

と
、
突
然
声
を
か
け
ら
れ
た
。
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Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
　
開
戦
１
日
目
朝
　
屋
上
へ
（
後
書
き
）

セ
イ
バ
ー

「
な
、
何
故
最
初
に
余
に
し
た
の
だ
…
作
者
は
余
が
嫌
い
な
の
か
？
い
や
、
そ

れ
と
も
…
…
（
ギ
ロ
ッ
）
」

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

「
あ
、
出
な
い
方
が
よ
か
っ
た
？
じ
ゃ
あ
今
す
ぐ
ア
ー
チ
ャ
ー
と
か
に
…
…
」

紅「
な
、
何
か
な
？
セ
イ
バ
ー
？
」

セ
イ
バ
ー

「
ぬ
ぅ
ぅ
ぅ
…
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
め
…
…
」

女
の
声

「
あ
ま
り
気
を
落
と
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
な
♪
私
は
出
ら
れ
る
み
た
い
で
す
け

ど
、
出
れ
な
い
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
た
い
で
す
し
…
ま
ぁ
、
私
は
ご
主
人

様
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
れ
ば
…
…
」

男
の
声

「
ま
っ
た
く
、
人
騒
が
せ
な
や
つ
ら
だ
。
最
後
位
は
締
め
切
っ
て
や
ろ
う
。
ま

た
な
、
君
た
ち
に
ま
た
会
え
る
事
を
願
っ
て
い
る
。
」

セ
イ
バ
ー

「
貴
様
ら
は
誰
だ
！
！
と
い
う
か
余
の
話
が
終
わ
っ
て
な
ぁ
ぁ
い
！
！
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Ｆａｔｅ／Ｚｅｒｏ　ＥＸTRA　転生者と不可思議な従者達の夜
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